








昭和二十七年四月、小学二年生より 母の送迎により、ほぼ皆勤。昭和二十八年四月、小学三年生より、ほぼ自力 通学できるようになる昭和三十年三月、小学五年。カリエス再発。それま の病院を変え、生涯の主治医となった佐藤久医師により、
発病後初めて抗生物質の投薬を受ける。休学がちに時々登校。翌年春には症状が軽快し、六年生に進級。
昭和三十二年 月、立川市立第六 校卒業（在学中に校名改称）昭和三十二年四月、立川市立第二中学校入学昭和三十五年 月、立川市立第 中学校卒業昭和三十五年四月、東京都立 高等学校入昭和三十六年二月、カリエス再度再発。高校を休 し 一 間入院。抗生物質（カナマイ）の投与を受け続ける
が、副作用で耳が聞こえにくくなり、記憶力も減退した。
昭和三十七年四月、一学年下の学年に復学。同級生たちと相計り、落語研究会を作る。昭和三十九年三月、東京都立立川高等学校卒業昭和四十年四月、東京大学文科Ⅲ類に入 。入学後二週間目に、肋膜炎発症、休学。母が、大学に休学届を出し
に行ったところ、学生課の窓口で、正式な休学にせず 友人にノートを借りて、学期末試験だけ受けたらよいとのアドバイスをもらう。クラス担任の杉山好先生はこれを知り、同級生にノートを提供してくれるように呼びかけてくださり、多くの同級生が、自分のノートを綺麗にまとめたもの 作成して提供してくれた。杉山先生と同級生たちのおかげで 休学せずに駒場 二年間 乗 切れた。
昭和四十二年四月、文学部国語国文学科に進学と同時に、カリエス三度目の再発、入院。ちょうどその頃、大学
紛争勃発。大学は開講できない状態になった その間 私は、根治を目指して切開手術を行うことにし、患部の骨を削り取り、肋骨の骨を取って、脊椎に埋め込む手術を行う。これ よ ほぼ半年間寝たき の状態が続いたが、幸い手術 成功した。十年間再発しなければ根治したと言わ る。回復後は、寝たきり患者の病室を訪問し、落語の口演などで慰問する。
昭和四十四年九月、復学。紛争が安田講堂の攻防を最後に一応収束した。東大では、四十四年 期の半年を以て







































留学生センター長の役回りとして、 「文部科学省外国人留学生の選考等に関わる調査 研究協力者」 、 「文部
































































平成十九年 月「芥川と『今昔物語集』 」 『芥川龍之介全集』 （第２次）月報９、岩波書店平成十九年 月「中世文芸 唱導」 『解釈と鑑賞』第
72巻
10号















































 成城大学着任以前の著書・論文等については、 『説話の界域』 （平成十八年七月刊）所収「小島孝之著作目録」に記載してある で、ここには成城大学着任以後のものに限定した。

